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冒
頭
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
理
事
長
、

日
本
リ
ス
ク
ア
ン
ド
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
代
表
取

締
役
の
得
平
幸
政
氏
が
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
後
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ

理
事
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
㈱
代
表
取
締
役
の

武
井
一
徳
氏
が
「
キ
ャ
プ
テ

ィ
ブ
レ
ト
ロ
カ
バ
ー
と
し
て

の
再
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
。
武
井
氏
は
、

特
に
こ
れ
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ィ

ブ
業
務
に
携
わ
る
人
を
念
頭

に
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
ス
キ
ー

ム
を
組
む
上
で
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
確
保
の
重
要
性
を
説

明
。
資
本
金
、
親
会
社
保

証
、
銀
行
保
証
に
加
え
て
、

再
々
保
険
、
レ
ト
ロ
カ
バ
ー

に
つ
い
て
説
明
し
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー

マ
で
あ
る
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
に

お
け
る
再
保
険
の
必
要
性
に

つ
い
て
導
入
を
行
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
冒
頭
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
荒
木
氏
は
「
キ
ャ
プ
テ
ィ

ブ
は
事
業
会
社
の
再
保
険
会

社
で
あ
り
、
再
々
保
険
な
ど

を
通
じ
再
保
険
市
場
と
の
接

点
も
出
て
く
る
。
今
回
は
保

険
会
社
、
再
保
険
会
社
、
再

保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
立
場
の

異
な
る
３
社
の
方
々
に
、
市

場
の
動
き
や
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ

に
対
す
る
見
方
な
ど
の
ご
意

見
を
う
か
が
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
（
以
下
、

敬
称
略
）

◇

　
―
―
４
月
１
日
の
再
保
険

更
改
の
結
果
は
。

　
百
々
　
大
き
な
自
然
災
害

も
な
く
静
か
な
更
改
だ
っ

た
。
２
月
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

山
火
事
で
日
本
の
更
改
に
も

影
響
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
影
響
は

な
く
穏
や
か
だ
っ
た
。
一
方

で
、
元
受
保
険
会
社
の
再
保

険
ス
キ
ー
ム
に
対
す
る
変
化

が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
従
来
の
付
き
合
い
重
視

か
ら
、
デ
ー
タ
に
よ
る
値
付

け
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
重
視
へ
の
変
化
を
感
じ

た
。

　
木
須
　
欧
米
の
１
月
の
更

改
よ
り
も
ソ
フ
ト
だ
っ
た
。

そ
の
理
由
に
は
、
こ
こ
数
年

の
再
保
険
会
社
の
好
決
算
、

日
本
円
が
弱
く
、
日
本
に
対

し
て
よ
り
多
く
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
の
提
供
が
可
能
だ
っ
た

こ
と
な
ど
が
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
再
々
保
険
の
価
格
が

下
落
し
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ

る
。

　
小
溝
　
長
年
再
保
険
業
務

を
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
も
大
変
買
い
や
す
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

だ
っ
た
。
23
、
24
年
の
再
保

険
会
社
の
好
成
績
だ
っ
た
こ

と
と
、
出
再
者
側
が
割
高
な

自
然
災
害
エ
ク
セ
ス
を
保
有

す
る
動
き
と
い
っ
た
マ
ー
ケ

ッ
ト
環
境
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

か
ら
の
ソ
フ
ト
化
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
―
―
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
ス
キ

ー
ム
の
再
々
保
険
手
配
で
、

再
保
険
の
価
格
よ
り
も
元
受

保
険
の
価
格
の
方
が
安
い
と

い
っ
た
逆
ザ
ヤ
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
る
が
、
再
保
険
会
社

は
日
本
の
企
業
保
険
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て

い
る
か
。

　
百
々
　
日
本
の
企
業
保
険

で
は
保
有
額
（
免
責
額
）
が

少
な
く
、
料
率
が
低
い
と
感

じ
て
い
る
。
再
保
険
会
社
と

し
て
リ
ス
ク
の
集
積
を
見
て

い
る
が
、
日
本
は
米
国
、
中

国
に
次
い
で
世
界
で
３
番
目

に
な
る
。
支
払
限
度
額
が
巨

大
な
リ
ス
ク
が
多
い
の
も
特

徴
だ
。

　
木
須
　
企
業
物
件
を
対
象

と
し
た
火
災
の
再
保
険
特
約

で
言
え
ば
、
20
年
ほ
ど
前
は

リ
ザ
ル
ト
も
よ
く
安
定
し
て

お
り
再
保
険
業
界
で
は
人
気

が
あ
っ
た
が
、
大
口
ロ
ス
の

増
加
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
な

ど
か
ら
、
自
然
災
害
に
つ
い

て
は
支
払
限
度
額
を
設
定
し

な
い
と
手
配
が
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　
―
―
保
険
料
率
が
上
げ
ら

れ
た
、
引
受
け
限
度
額
が
下

げ
ら
れ
た
と
聞
く
よ
う
に
な

っ
た
。
元
受
条
件
に
変
化
が

見
ら
れ
る
現
状
は
キ
ャ
プ
テ

ィ
ブ
の
利
用
が
広
が
る
契
機

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

　
小
溝
　
元
受
の
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は

コ
メ
ン
ト
し
づ
ら
い
が
、
日

本
の
火
災
保
険
と
し
て
コ
メ

ン
ト
す
る
と
、
12
年
赤
字
続

き
で
こ
こ
２
年
で
黒
字
化
が

見
え
て
き
た
。
リ
ザ
ル
ト
が

悪
か
っ
た
要
因
の
一
つ
は
長

期
契
約
の
存
在
だ
。
長
期
間

固
定
料
率
で
割
引
も
設
定
し

て
い
る
た
め
、
現
在
の
自
然

災
害
甚
大
化
、
頻
度
に
は
合

っ
て
い
な
い
。
こ
の
契
約
は

近
年
満
期
を
迎
え
て
お
り
、

長
期
契
約
の
弊
害
が
解
消
さ

れ
て
き
て
い
る
。
も
う
一
つ

は
雹
（
ひ
ょ
う
）
に
よ
る
損

害
だ
。
こ
こ
４
年
ほ
ど
損
害

額
が
数
百
億
円
規
模
に
な
っ

て
い
る
。
30
年
間
事
故
が
な

か
っ
た
雹
に
よ
る
損
害
が
４

年
続
く
の
は
明
ら
か
に
気
候

変
動
の
影
響
だ
。
企
業
に
よ

っ
て
は
確
か
に
保
険
料
が
上

が
っ
て
い
る
。
保
有
も
選
択

肢
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。
キ

ャ
プ
テ
ィ
ブ
は
そ
の
手
立
て

の
一
つ
だ
。
１
３
０
以
上
の

キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
と
の
取
引
が

あ
る
が
、
リ
ス
ク
管
理
が
で

き
て
い
る
企
業
は
３
割
に
も

満
た
な
い
。
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ

を
節
税
、
保
険
料
節
約
と
し

て
考
え
て
い
る
企
業
が
多

く
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

欠
乏
を
感
じ
る
。
キ
ャ
プ
テ

ィ
ブ
は
保
険
会
社
で
あ
り
、

リ
ス
ク
の
選
別
、
保
有
政
策

な
ど
の
判
断
が
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
踏
み
込
む
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら

を
コ
ン
サ
ル
が
行
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
解
釈
で
き
る

人
材
は
必
要
だ
。
リ
ス
ク
管

理
が
で
き
て
い
る
案
件
に
つ

い
て
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

方
針
だ
。

　
―
―
日
本
の
損
保
業
界
の

一
つ
の
転
換
点
と
も
い
え
る

最
近
の
動
き
に
対
し
て
、
今

ま
で
と
違
う
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
と
い
っ
た
も
の
は
あ
る

か
。
ま
た
、
何
か
変
化
を
感

じ
て
い
れ
ば
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

　
木
須
　
特
約
再
保
険
を
担

当
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の

分
野
か
ら
の
意
見
で
は
あ
る

が
、
元
受
保
険
会
社
が
元
受

契
約
の
引
受
け
改
善
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
再
保

険
特
約
の
リ
ザ
ル
ト
改
善
に

つ
な
が
る
。
大
手
保
険
会
社

は
企
業
向
け
の
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
を
絞
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

他
の
保
険
会
社
に
と
っ
て
は

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。
企
業

側
の
姿
勢
に
も
変
化
が
見
ら

れ
る
。
再
保
険
に
も
興
味
を

持
つ
企
業
も
出
て
き
て
い

る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

必
要
な
カ
バ
ー
を
判
断
し
、

保
有
額
を
検
討
し
て
い
く
方

向
へ
進
む
の
で
は
な
い
か
。

キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
は
そ
の
た
め

に
有
効
な
手
段
だ
と
考
え

る
。

　
―
―
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
ス
キ

ー
ム
を
組
む
上
で
再
保
険
会

社
と
の
接
点
は
再
々
保
険
に

な
る
が
、
再
保
険
会
社
と
し

て
、
再
々
保
険
の
手
配
以
外

に
も
再
保
険
市
場
の
活
用
方

法
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

　
百
々
　
再
保
険
会
社
が
Ｃ

Ａ
Ｔ
ボ
ン
ド
の
提
供
と
い
っ

た
形
で
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る

例
も
あ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
プ

テ
ィ
ブ
を
運
営
す
る
こ
と

で
、
再
保
険
市
場
の
動
向
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
は
企
業
側
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
再
保
険
会
社
の
中
に
は

特
殊
な
リ
ス
ク
、
ニ
ッ
チ
な

分
野
を
得
意
と
す
る
会
社
も

あ
り
、
そ
の
情
報
を
使
う
選

択
も
あ
る
。
再
保
険
会
社
は

再
々
保
険
だ
け
で
な
く
Ｃ
Ａ

Ｔ
ボ
ン
ド
の
提
供
な
ど
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の

国
の
リ
ス
ク
を
引
受
け
て
い

る
実
績
か
ら
、
保
険
条
件
だ

け
で
な
く
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
の
情
報
の
取
得
な

ど
も
期
待
で
き
る
。

　
―
―
代
理
店
制
度
の
見
直

し
が
検
討
さ
れ
て
き
て
い
る

現
状
は
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
に
と

っ
て
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス

か
。

　
小
溝
　
以
前
は
株
の
持
ち

合
い
、
出
向
者
派
遣
な
ど
か

ら
、
保
険
代
理
店
本
来
の
仕

事
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と

い
え
る
。
そ
れ
を
見
直
し
、

代
理
店
が
リ
ス
ク
を
み
る
、

こ
こ
を
目
指
す
こ
と
に
な

る
。
そ
の
方
向
で
あ
れ
ば
、

キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
を
選
択
す
る

の
は
正
論
で
あ
り
、
追
い
風

で
は
な
い
か
。

　
木
須
　
各
企
業
が
リ
ス

ク
、
保
険
付
保
に
つ
い
て
判

断
し
て
い
く
必
要
性
が
問
わ

れ
て
く
る
。
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ

は
有
効
な
手
段
だ
と
考
え

る
。

　
―
―
26
年
度
の
再
保
険
更

改
を
迎
え
る
ま
で
に
注
意
し

て
い
る
金
融
市
場
の
動
向
や

保
険
業
界
の
動
き
は
何
か
。

　
木
須
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自

然
災
害
。
特
に
損
害
が
甚
大

で
あ
れ
ば
、
そ
の
損
害
が
再

保
険
に
与
え
る
影
響
。
海
水

温
な
ど
か
ら
予
想
さ
れ
て
い

る
気
象
状
況
か
ら
は
25
年
は

台
風
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
例
年

よ
り
活
発
化
す
る
と
の
報
告

も
あ
り
、
損
害
が
な
い
か
気

に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
一
方

で
、
再
保
険
が
発
動
す
る
ポ

イ
ン
ト
が
最
近
高
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
一
定
規
模
の
災

害
で
は
再
保
険
は
影
響
を
受

け
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
金
利
な
ど
の
金
融
市
場

の
動
向
、
イ
ン
フ
レ
率
な
ど

の
影
響
も
あ
る
の
で
、
モ
ニ

タ
ー
し
て
い
る
。

　
小
溝
　
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
・

ぺ
リ
ル
の
影
響
が
米
国
で
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
リ
ス
ク

モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
な
ど
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
ど
う
判

断
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

国
内
で
言
え
ば
、
三
井
住
友

海
上
と
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
保
の
合
併
。
日
本
の

再
保
険
市
場
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
は

ず
な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
イ

ン
パ
ク
ト
に
な
る
か
気
に
な

る
。

　
百
々
　
お
二
方
の
お
話
で

ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、

加
え
て
、
地
政
学
リ
ス
ク
が

あ
る
。
関
税
問
題
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
だ
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
賠
責
、
航
空
、
海

上
、
火
災
な
ど
す
べ
て
の
種

目
に
影
響
を
与
え
る
事
故
が

発
生
す
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。
ま
た
、
物
理
空
間

だ
け
で
な
く
、
サ
イ
バ
ー
空

間
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ラ
イ
ン
の

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
増
し

て
く
る
。
来
年
で
は
な
い

が
、
中
長
期
的
に
は
Ａ
Ｉ
の

影
響
が
あ
る
。
そ
れ
に
関
連

し
て
、
10
年
後
に
最
も
リ
ス

ク
が
高
い
の
は
医
療
と
言
わ

れ
て
お
り
、
保
険
が
ど
う
絡

ん
で
い
く
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

リ
ザ
ル
ト
改
善
へ
の
動
き
に
対
し
企
業
の
姿
勢
に
も
変
化

　
一
般
社
団
法
人
日
本
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
協
議
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
は
５
月
23
日
、
東
京
都
港
区
の
ア
ー
ク
森
ビ
ル

瓜
生
・
糸
賀
法
律
事
務
所
内
会
議
室
で
、
「
Ｊ
Ｃ
Ｃ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
再
保
険
市
場
と
キ
ャ
プ

テ
ィ
ブ
活
用
の
動
き
～
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｃ
理
事
、
ジ
ャ
パ
ン
・
リ

ス
ク
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
㈱
代
表
取
締
役
の
荒
木
直
義
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
損
保
ジ
ャ
パ
ン
再
保
険
部

部
長
の
小
溝
聡
氏
、
ス
イ
ス
再
保
険
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
百
々
敦
浩
氏
、
ガ
イ
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
木
須
靖
昭
氏
が
登
壇
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
再
保
険
市
場
の
動
向

や
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
に
対
す
る
見
解
等
に
つ
い
て
、
保
険
会
社
、
再
保
険
会
社
、
再
保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
意
見
を
交
わ
し
た
。
保
険
会
社
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
代
理
店
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
関
連
業

界
か
ら
、
会
場
で
約
40
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
で
約
30
人
が
参
加
し
た
。

「
再
保
険
市
場
と
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
活
用
の
動
き
」で
討
論

元
受
・
再
保
険
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
各
視
点
か
ら
見
解

日本キャプティブ協議会（ＪＣＣ）

荒木氏

百々氏

小溝氏

木須氏

【
講
演
】

　
Ｊ
Ｃ
Ｃ
理
事
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

　
ル
㈱
代
表
取
締
役 

　
　
　
武
井
一
徳
氏

【
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
：

　
Ｊ
Ｃ
Ｃ
理
事
、
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
・
ス
ペ

　
シ
ャ
リ
ス
ト
㈱
代
表
取
締
役
　 

荒
木
直
義
氏

　
パ
ネ
リ
ス
ト
：

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
再
保
険
部
部
長  

小
溝
聡
氏

　
ス
イ
ス
再
保
険
日
本
に
お
け
る
代
表
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
々
敦
浩
氏

　
ガ
イ
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ

　
ク
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
木
須
靖
昭
氏

登壇者


